
心に残る一文
星が美しいのは、
目に見えない花が
一つあるから
なんだ・・・・・・

故郷のことを話そうとすると
みんな嘘になってしまう
ような気がする。

「君らしくない」
と言われたときには、
「僕はね、実は僕らしくないんだ」
くらいに答えておけばよろしい。

緑のドアを閉めようとして
最後に目にしたのは、
彼女が笑った顔だった。

人は、変えられるのは
未来だけだと思い込んでる。
だけど、実際は、未来は常に
過去を変えてるんです。

愛するということは、
おたがいに顔を見あう
ことではなくて、
いっしょに同じ方向を
見ることだと。

僕は困った相談があると、
たいてい「猫を飼ったら
どうですか」と答えています。

私は慣らされる人間ではなく、
創造する人間になりたい。


